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和草地区は，広島空港，山陽自動車道三原久井イン
ターチェンジに比較的近く，高速交通条件に恵まれ，世
羅町中心部に近く，買い物や通院に比較的便利なほ
か，３つの寺院があるなど歴史文化に彩られた地区で
すが，若年層を中心に人口が流出するなど，高齢化・
少子化が進行し，地区活動の担い手不足が深刻化して
きており，自治会及び各種団体が結束して，地区の維
持・活性化に取り組むことが求められています。
こうした状況において，自分たちの地区のことは自分
たち自らで考え，一人ひとりがそれぞれの立場で協力
して持続可能な地域づくりに取り組むことが一段と重
要になっています。
このため，和草自治区では，平成30(2018)年３月に
策定した「和草ええとこ夢プラン」とその後の取組を
踏まえて，新たに「第２期和草ええとこ夢プラン（和草
地域ビジョン）」の策定に取り組みました。

「第２期和草ええとこ夢プラン（和草地域ビジョン）」
は，和草自治区が中心になって取り組むことを総合的
に示したもので，地区において，まちづくりの方向性を
共有するとともに，共通の指針とするものです。
また，計画内容を広く発信して，地区出身者，都市住
民，大学生など，多様な方の幅広い応援を働きかける
ために活用します。

和草自治区では，自治区，各種団体の代表者などとと
もに「和草地域ビジョン策定会議」を組織し，策定に取
り組みました。
また，策定にあたっては，住民の皆さんの幅広い意見
を聞くために，全住民を対象とした意見交換会（ワー
クショップ）を開催するとともに，第２期和草ええとこ
夢プラン（和草地域ビジョン）案の骨子に係る意見募
集を行いました。
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和草地区の位置

和 草
地 域
ビ ジ ョ ン

和 草 地 区 の 資 源

美しい田園風景，きれいな水，毛無山，虚空蔵山，十楽寺山，千林寺境内
のアカガシの巨木，キキョウ（絶滅危惧種），ヒョウモンモドキ，千林寺，
光徳寺，法泉寺，野上長門守の墓，青木城址（中世の城），沖見地蔵（千
林寺），辻堂（４か所），おいしい米（献上米），じゃがいも，レンコン，鯉

久井地域

三原地域

大和地域

本郷地域

和草地区
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将 来 像 和やかな心でつながる　ええとこ和草
なご

基 本 計 画

計 画 の
推 進 体 制

計 画 の 周 知 ， 取 り 組 み へ の 参 加 の 働 き か け

計 画 の 推 進 体 制 の 確 立

情 報 の 受 発 信 体 制 の 確 立

住 み や す い 生 活 環 境 と
和 や か な 地 区 づ く り5
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ま ち づ く り の 体 系 将来像の実現に向け, 目標を持って取り組みます

和 草 へ 愛 着 と 誇 り を
持 つ 子 ど も の 育 成 と
若 者 の 定 住 ・ 移 住 を
促 進 す る 地 区 づ く り
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地 区 へ 愛 着 と 誇 り を 持 つ 子 ど も の 育 成1

地 区 出 身 者 と の 交 流 の 推 進3

若 者 が 住 み や す い 環 境 づ く り2

移 住 希 望 者 及 び 移 住 者 に 対 す る
相 談 ・ 支 援 体 制 づ く り

4

農 林 業 等 の 産 業 が
盛 ん な 地 区 づ く り3

農 地 の 保 全 と 農 業 の 振 興1

山 林 の 保 全 と 活 用2

そ の 他 の 地 場 産 業 の 振 興3

和 草 ら し さ の
保 全 と 交 流 の 活 発 な
地 区 づ く り
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豊 か な 自 然 環 境 の 保 全1

希 少 な 動 植 物 の 保 護2

歴 史 文 化 資 源 の 発 掘 ・ 保 全 ・ 継 承3

地 区 資 源 を 活 用 し た 交 流 の 推 進4

住 み や す い 生 活 環 境 づ く り1

地 区 活 動 の 維 持 ・ 充 実2

伝 統 芸 能 の 継 承3

高 齢 者 等 が 健 康 で
生 き が い を 持 っ て
暮 ら せ る 地 区 づ く り

1
安 全 安 心 な 暮 ら し の 確 保1

健康づくり・交流の推進2

経 験 ・ 技 術 が 活 か せ る 場 づ く り3

安 心 し て 暮 ら せ る 住 ま い の 確 保4


